
 
平成 30年 4 月 27 日 

各  位 
会 社 名  株 式 会 社  八 十 二 銀 行 

代表者名  取 締 役 頭 取  湯 本 昭 一 

（コード番号 8359 東証第一部） 

問合せ先  企 画 部 長  樋  代  章  平 

（ＴＥＬ．026－227－1182） 
 

前期実績前期実績前期実績前期実績とのとのとのとの差異差異差異差異にににに関関関関するおするおするおするお知知知知らせらせらせらせ    
 

平成 30 年 3 月期業績につきまして、前期実績との差異が生じましたので下記の通りお知らせい

たします。 

 

記 
１.前期実績との差異について 
 

平成 30年 3 月期連結業績(平成 29 年 4月 1 日～平成 30年 3 月 31 日） 

 

 経常収益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前期実績   (A) 209,160 40,421 26,312 51 92 

今回発表業績 (B) 181,250 41,507 25,840 51 00 

増 減 額   (B－A) △ 27,909 1,086 △ 471 － 

増 減 率   (％) △ 13.3 2.6 △ 1.7 － 
 

平成 30年 3 月期個別業績(平成 29 年 4月 1 日～平成 30年 3 月 31 日） 

  

 経常収益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前期実績   (A) 169,558 34,205 23,173 45 73 

今回発表業績 (B) 140,720 34,898 22,726 44 85 

増 減 額   (B－A) △ 28,838 692 △ 447 － 

増 減 率   (％) △ 17.0 2.0 △ 1.9 － 
  

２.差異の理由 

[連結]   主に単体の要因によるものです。 

[個別]   金融市場環境の変化に合わせ株式等売却益が増加した一方、国債等債券売却益が対前期

220 億３千９百万円減少したことから前期と比べ経常収益が減少したものです。（国債等債

券売却益は減少しておりますが、国債等債券売却損（ヘッジ付債券の売却に伴うスワップ

解約損も含む）も対前期 236 億３百万円減少しております。） 

 

以  上 
 


